
□ 飲料水（１人１日３ℓを目安に、できれば
１週間分くらいを）

□ 非常食（アルファ化米、缶詰、ビスケットなど）
□ 救急医療品、常備薬、お薬手帳
□ 体温計、マスク、アルコール消毒液
□ 免許証、マイナンバーカード、健康保険証のコピー
□ 現金（小銭も必要）
□ 携帯電話の充電器、バッテリー
□ 携帯ラジオ、予備の電池
□ タオル、ウェットティッシュ
□ 携帯トイレ、トイレットペーパー
□ 紙おむつ、おしりふき
□ 離乳食、粉ミルク、液体ミルク、ほ乳びん
（乳児のいる家庭）

□ 衣類、下着類
□ ライター、マッチ
□ めがね、コンタクトレンズ
□ 生理用品
□ ブルーシート（敷物、雨よけ用）
□ 軍手、ヘルメット
□ キッチン用ラップ
□ 紙コップ、紙皿、わりばし
□ ビニール袋
□ Wi-Fi
□ マウスウォッシュ、ドライシャンプー
□ 使い捨てカイロ（冬）、冷却シート（夏）
□ 雨具、アルミ製保温シート
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①昭和56年以前の旧建築基準の木造住宅無料耐震診断
②木造住宅耐震改修費補助
③高齢者及び身体障害者に対する木造住宅耐震シェルター等整備費補助制度
④昭和56年以前の旧建築基準の非木造住宅の耐震診断費・耐震改修費補助制度
⑤ブロック塀等撤去費補助
⑥住宅耐震改修に伴う固定資産税の減額措置
⑦ひとり暮らし高齢者及び障害者世帯に対する家具転倒防止器具取付事業
⑧防災ラジオの販売
⑨感震ブレーカー設置補助金制度
⑩雨水貯留浸透施設設置補助事業

以下の助成制度を使って、地震に備えましょう。安城市の助成制度

①まずは身の安全を確保しましょう
丈夫な机やテーブルの下にもぐるなどして、身の安全を確保しましょう。

②逃げ道を確保しましょう
玄関ドアや部屋の窓を大きく開けて、避難できるようにしましょう。

③落ち着いて火の始末をしましょう
揺れがおさまったら、コンロやストーブ、ファンヒーターなどの火を消しましょう。逃げる際にはブ
レーカーを落としましょう。

⑤災害時医療救護体制
安城市内で大規模地震（震度6弱以上）が発生した場合に、市内5箇所※（東山中学校、安城北中学
校、安城南中学校、明祥プラザ、桜井中学校）に医療救護所を開設できるよう体制を整備していま
す。大規模地震時には、負傷者はまずこの5箇所の医療救護所にて手当てを受けることになります。
（※2018年11月から医療救護所が一部変更になりました。）

④正しい情報を収集しましょう
「安城防災ナビ」や「Yahoo!防災速報」などのスマートフォンアプリ、市公式
LINEや市公式X（旧Twitter）などのSNS、市が販売している「防災ラジオ」、
ケーブルテレビの「KATCH」、FM放送の「PitchFM」などから情報収集しま
しょう。

枕元に懐中電灯・厚底スリッパ・ホイッス
ルを置いておく。
携帯電話に家族の写真を保存しておく。
家族の写真を財布や手帳などいつも持
ち歩くものにいれておく。

災害はいつ起こるかわかりません。
この「地震ハザードマップ」で地震の被害や地震への備
えについてご家庭で日頃から話し合いましょう。災害が
起きた時、まず自分や家族の命を守るために、ご家庭で
の備えをチェックし、できることから始めましょう。

□ 毛布
□ 寝袋
□ 工具類
□ カセットコンロ、予備のガスボンベ
□ 調理道具
□ 食器類
□ 給水用ポリタンク
□ ゴミ袋


